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◆ 第9回多摩経済サミットを開催
◆ パワーアップ研修に、いま全力
◆  東京・亀戸で「東京 島しょ・多摩 観光物産展」
◆ 女性部連合会が新年賀詞交換会
◆  市内44店が宅配事業　武蔵村山市商工会
◆  「江戸東京野菜によるまちおこし事業」をス

タート　小金井市商工会
◆  多摩東部連絡会議の広域交流会
◆ 多摩地域商工会エリアの景況
◆ 大特集 多摩・島しょ地域のイベント Part.19

■■ 「多摩経済サミット」、「東京 島しょ・多摩 観光物産展」 ■■
　

▲

 9回目となる「多摩経済サミット」は東京都が公表をした「『10年
後の東京』への実行プログラム2008」をテーマに取り上げました。
これは「10年後の東京」という長期ビジョンを形にしていくための3
年間のプログラムです。サミットではテーマへの関心が高く、次 と々
質問や要望が出されました

▲

 昨年末に開いた「東京 島しょ・多摩 観
光物産展」は初の下町開催になりました。幼児を連れた若いお母さ
ん達が会場を訪れていました

▲

 東京都商工会女性部連合会の新
年賀詞交歓会は余興で一段と盛り上がりました。席を立って踊りの
輪に加わる姿があちこちに見られました。 （関係記事2、3、4面）

活発に意見が交わされた多摩経済サミット

余興で花笠音頭も飛び出した女性部連合会の新年賀詞交歓会 初の下町開催となった「東京 島しょ・多摩 観光物産展」
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サ
ミ
ッ
ト
に
は
東
京
都
か
ら
の
来
賓
を

含
め
、
多
摩
地
区
の
二
十
一
商
工
会
、
七

会
議
所
か
ら
会
長
、
副
会
長
、
会
頭
ら

六
十
一
人
が
参
加
を
し
ま
し
た
。
伊
達
和

男
む
さ
し
府
中
商
工
会
議
所
会
頭
と
桂
敎

夫
・
当
連
合
会
会
長
の
二
人
の
共
同
座
長

が
ま
ず
、
挨
拶
。
桂
会
長
は
「
年
に
一
回

の
会
議
所
、
商
工
会
の
ト
ッ
プ
が
一
堂
に

会
し
て
の
会
議
。
実
り
多
い
一
日
に
さ
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
る
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
の
大
原
正
行
東
京
都
知
事

本
局
長
が
挨
拶
に
立
ち
、大
原
局
長
は「
多

摩
対
二
十
三
区
と
い
う
二
元
論
で
行
政
を

や
っ
て
い
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う

時
代
で
は
な
く
な
り
か
け
て
き
て
い
る
」、

「
多
摩
そ
の
も
の
の
地
域
間
の
色
々
な
利

害
の
調
整
、
あ
る
い
は
投
資
の
重
点
化
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
多
摩
自
身
の
問
題
と

し
て
議
論
す
べ
き
時
代
に
き
て
い
る
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
説
明
に
つ
い
て

は
「
課
題
講
演
」
と
し
て
小
林
清
東
京
都

知
事
本
局
企
画
調
整
担
当
部
長
が
行
い
ま

し
た
。
プ
ラ
ン
は
「
水
と
緑
の
回
廊
に
包

ま
れ
た
、
美
し
い
ま
ち
東
京
を
復
活
さ

せ
る
」
な
ど

長
期
ビ
ジ
ョ

ン
で
示
し
た

八
つ
の
目
標

を
着
実
、
迅

速
に
実
施
し

て
い
く
と
し

て
三
十
九

の

施

策
、

三
百
三
十
四

の
事
業
を
掲

げ
て
お
り
、
講
演
で
小
林
部
長
は
こ
の
中

か
ら
主
だ
っ
た
施
策
を
取
り
上
げ
、
そ
の

内
容
や
、
三
年
後
の
到
達
目
標
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

発
表
は
鶴
田
和
男
あ
き
る
野
商
工
会
会

長
、
田
辺
隆
一
郎
八
王
子
商
工
会
議
所
会

頭
、
萬
田
貴
久
立
川
商
工
会
議
所
会
頭
が

行
い
ま
し
た
。
こ
の
発
表
で
は
商
工
会
の

未
来
像
、
街
づ
く
り
へ
の
意
欲
、
地
域
開

発
へ
の
考
え
方
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

花
博
の
報
告
に
つ
い
て
は
誘
致
検
討
準

備
会
の
岩
㟢
泉
会
長
が
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
っ
た
意
見
交
換
で
は
参
加
し

た
会
長
、
会
頭
ら
か
ら
次
々
と
手
が
上
が

り
、
小
金
井
市
の
将
来
展
望
に
お
け
る
環

境
整
備
、
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
、
新

小
金
井
街
道
の
整
備
に
伴
う
商
店
街
対

策
、
用
途
地
域
︱
な
ど
い
く
つ
も
の
テ
ー

マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
1
面
参
照
）

「
多
摩
経
済
サ
ミ
ッ
ト
」が
二
月
十
二
日
、
立
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
商
工
会
の
会
長
、

会
議
所
の
会
頭
ら
十
人
が
意
見
や
要
望
を
述
べ
、
東
京
都
の
幹
部
と
活
発
に
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。
九
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
昨
年
十
二
月
に
都
が
公
表
を
し
た
、
都
政
の
長
期
ビ

ジ
ョ
ン「
十
年
後
の
東
京
」（
平
成
十
八
年
公
表
）の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン「『
十
年
後
の
東
京
』

へ
の
実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
二
〇
〇
八
」（
計
画
期
間
＝
平
成
二
十
年
度
か
ら
三
カ
年
）
に
つ
い
て

東
京
都
か
ら
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
新
し
く
就
任
し
た
三
人
の
商
工
会
会
長
、
会
議
所

会
頭
が「
新
し
い
会
長
、
会
頭
が
描
く
、
地
域
の
未
来
像
」を
発
表
。
こ
れ
を
受
け
て
質
問
や
、

要
望
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、サ
ミ
ッ
ト
で
は
多
摩
地
区
で
開
催
す
る
こ
と
を
目
指
し
た「
国

際
花
博
覧
会
」
に
つ
い
て
「
二
〇
一
三
年
の
開
催
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
誘
致
へ
向
け

た
努
力
は
今
後
と
も
続
け
て
い
く
」と
い
う
準
備
活
動
の
中
間
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

共同座長挨拶をする
桂・当連合会会長

来賓挨拶をする、
大原正行東京都知事本局長

何とか地域を活力あるものにしようと
質問をする参加者

■「第９回多摩経済サミット」を開催

● 会長、会頭ら10人が意見や要望 ●

都政の長期ビジョン「10年後の東京」の
アクションプランをテーマに

東京都幹部と活発に意見交換

都政の長期ビジョン「10年後の東京」の
アクションプランをテーマに

東京都幹部と活発に意見交換
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当
連
合
会
は
、
改
革
の
一
環
と
し
て
、

経
営
指
導
員
の
資
質
と
意
識
の
向
上
を
図

る
た
め
、
三
カ
年
計
画
で
平
成
十
八
年
度

に
ス
タ
ー
ト
を
し
た
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研

修
」
に
い
ま
、全
力
投
球
を
し
て
い
ま
す
。

　

二
年
度
目
と
な
る
十
九
年
度
の
研
修
の

内
容
は
、
会
員
の
経
営
者
に
実
際
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
し
て
経
営
課
題
を
浮
き
彫
り
に

し
、
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
提
言
書
に
ま

と
め
て
、
そ
れ
を
経
営
者
に
示
す
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
れ
を
五
、六
人
で
つ
く
る

チ
ー
ム
で
実
施
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
に
つ

い
て
は
商
工
会
ご
と
の
垣
根
を
超
え
て
結

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
初
め
て
の
試
み
と

な
り
ま
し
た
。

　

研
修
作
業
と
し
て
は
、
日
ご
ろ
経
営
支

援
を
し
て
い
る
企
業
の
中
か
ら
改
善
提
案

を
し
た
い
企
業
を
選
定
。
各
チ
ー
ム
に
中

小
企
業
診
断
士
の
サ
ポ
ー
ト
を
置
き
、
指

導
員
自
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
項
目
を
決
め
て
診

断
企
業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。さ
ら
に
、

こ
れ
を
課
題
関
連
図
に
整
理
を
し
て
、
実

践
を
し
た
く
な
る
よ
う
に
提
言
書
を
つ
く

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

多
摩
地
区
に
つ
い
て
は
昨
年
七
月

二
十
五
日
に
、
島
し
ょ
地
区
に
つ
い
て
は

同
十
月
一
日
に
事
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
兼
ね
た
研
修
会
を
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
前
年
度
に
は
コ
ー
チ
ン

グ
の
手
法
と
課
題
関
連
図
の
作
成
の
研
修

を
実
施
し
て
お
り
、十
九
年
度
は“
フ
ィ
ー

ル
ド
”
に
出
て
、
い
わ
ば
そ
の
実
践
を
し

ま
し
た
。

　

一
月
二
十
八
日
と
三
十
日
に
は
東
京
都

中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
受
講
を
し
た

約
九
十
名
の
経
営
指
導
員
は
ど
ち
ら
か
の

日
に
出
席
を
す
る
と
い
う
形
で
提
言
の
発

表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
二
年
度

目
の
研
修
の
仕
上
げ
と
な
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
発
表
会
で
は
十
八
チ
ー
ム
の
そ
れ

ぞ
れ
の
代
表
及
び
チ
ー
ム
全
員
が
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
し
た
企
業
の
概
要
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
内
容
、
提
言
書
作
成
の
経
緯
と
内
容
︱

を
十
分
と
い
う
持
ち
時
間
で
発
表
。
出
席

者
が
互
い
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

二
十
八
日
の
研
修
で
発
表
の
講
評
を

行
っ
た
、中
小
企
業
診
断
士
の
先
生
は「
企

業
さ
ん
に
ご
提
案
し
た
内
容
を
本
当
に
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
大
変
、
嬉
し
く

思
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

最
終
年
度
と
な
る
来
年
度
に
つ
い
て
は

ヤ
ル
気
の
あ
る
事
業
主
さ
ん
を
支
援
し
て

い
く
施
策
が
国
も
東
京
都
も
、
と
も
に
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
応
え
る
研

修
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

当
連
合
会
は
十
二
月
十
四
、十
五
の
両

日
、
東
京
・
亀
戸
の
サ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
亀

戸
で
「
東
京　

島
し
ょ
・
多
摩　

観
光
物

産
展
」
を
開
き
ま
し
た
。
同
展
は
特
産

品
を
中
心
に
、
多
摩
地
域
と
島
し
ょ
地
域

の
物
産
と
観
光
を
広
く
紹
介
を
し
て
い
こ

う
、
と
会
場
を
変
え
て
毎
年
、
一
回
開
催

し
て
お
り
、
今
回
は
下
町
で
の
初
め
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
サ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
亀
戸
は
専
門

店
や
、
チ
ェ
ー
ン
店
を
集
め
た
、
大
規
模

工
場
跡
地
活
用
の
低
層
複
合
商
業
施
設
。

ス
テ
ー
ジ
を
備
え
た
広
場
を
店
が
囲
む
形

で
配
置
、
こ
の
広
場
に
参
加
商
工
会
ご
と

に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
出
展
を
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
十
四
日
は
オ
ー
プ
ン
前
か
ら
坂

爪
正
二
専
務
理
事
と
山
崎
宮
治
事
務
局
長

が
会
場
を
訪
れ
、
開
会
に
当
た
っ
て
は
坂

爪
専
務
が
挨
拶
を
し
、
出
展
者
ら
を
激
励

す
る
と
と
も
に
、
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
専

務
、
局
長
と
で
参
加
商
工
会
の
各
テ
ン
ト

を
回
っ
て
商
品
一
つ
ひ
と
つ
を
見
、
出
展

者
に
声
を
掛
け
ま
し
た
。

　

今
回
、
参
加
し
た
の
は
島
し
ょ
地
域
が
大

島
町
、
八
丈
町
、
三
宅
村
（
観
光
P
R
）、

新
島
村
、
神
津
島
村
、
小
笠
原
村
の
六
商

工
会
。
多
摩
地
域
が
国
分
寺
市
、
調
布
市
、

国
立
市
、
日
の
出
町
の
四
商
工
会
。
来
場

者
と
し
て
は
子
ど
も
連
れ
の
若
い
お
母
さ

ん
達
や
、
お
年
寄
り
が
目
を
引
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
販
売
に
結
び
つ
け
よ
う
と
、
こ

れ
ら
の
来
場
者
に
見
本
を
配
っ
た
り
、
声

を
出
し
て
ブ
ー
ス
に
足
を
止
め
て
い
く
よ

う
、
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

（
1
面
参
照
）

「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」に
い
ま
、
全
力
投
球

提
言
発
表
会
を
開
催
、
2
年
度
目
の
研
修
が
終
了

「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」に
い
ま
、
全
力
投
球

提
言
発
表
会
を
開
催
、
2
年
度
目
の
研
修
が
終
了

東
京
・
亀
戸
で

「
東
京 

島
し
ょ
・
多
摩

観
光
物
産
展
」

■ 

島
し
ょ
か
ら
６
、

多
摩
か
ら
４
商
工
会
が
参
加 

■

合計18チームが発表を行ったパワーアップ研修
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東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は

二
十
二
日
、
立
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
新
春

講
演
会
、
並
び
に
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開

き
ま
し
た
。
講
演
会
、
交
歓
会
に
は
多
摩

地
区
、
島
し
ょ
地
区
商
工
会
女
性
部
か
ら

百
八
人
が
出
席
、
講
演
に
耳
を
傾
け

る
と
と
も
に
、
交
歓
会
で
は「
お
め
で

と
う
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
」と
新
年
の

挨
拶
を
交
わ
し
、
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
田
中
章
雄
ブ
ラ
ン
ド
総
合

研
究
所
代
表
取
締
役
社
長
が
「
地
域
ブ
ラ

ン
ド
を
つ
く
る
〜
『
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
』
に

つ
い
て
〜
」
と
題
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
つ
く
る
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
力

を
入
れ
て
い
け
ば
よ
い
か
︱
な
ど
に
つ
い

て
、
茨
城
県
の
「
お
み
た
ま
プ
リ
ン
」、
長

野
県
・
小
布
施
、
岐
阜
県
郡
上
市
の
「
明
宝

レ
デ
ィ
ー
ス
」
の
取
り
組
み
︱
な
ど
を
取
り

上
げ
、
実
例
を
示
し
て
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
廣
瀬
可
世
子
会
長
が
ま

ず
挨
拶
に
立
ち
、
廣
瀬
会
長
は
米
国
で
デ

パ
ー
ト
の
サ
ー
ビ
ス
の
悪
さ
に
触
れ
た
体

験
か
ら
日
本
の
個
店
の
サ
ー
ビ
ス
の
良
さ

を
再
認
識
し
た
、
と
し
、
そ
の
上
で
個
店

が
大
型
店
に
対
抗
し
て
い
く
に
は
サ
ー
ビ

ス
を
高
め
て
い
く
し
か
な
い
と
し
「
一
年
を

通
じ
て
是
非
、
皆
さ
ん
に
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
続
い
て
当
連
合
会
の
桂

敎
夫
会
長
が
来
賓
挨
拶
。
桂
会
長
は

食
品
の
偽
装
、
地
盤
沈
下
が
著
し
い

日
本
経
済
の
現
状
、
横
田
基
地
の
共

用
問
題
、
景
気
の
先
行
き
な
ど
商
工
会
を

取
り
巻
く
、
様
々
な
世
相
に
触
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
持
論
を
紹
介
し
、
そ
の
上
で
「
今
、

一
番
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
皆
さ
ん
方

の
組
織
力
と
結
束
力
、
お
互
い
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
だ
」と
述
べ
ま
し
た
。 （
1
面
参
照
）

　

当
連
合
会
は
全
国
商
工
会
連
合
会
が
二
月

五
、六
、七
、八
の
四
日
間
、
東
京
・
有
明
の
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
い
た「
ニ
ッ
ポ
ン
い

い
も
の
再
発
見
！
春
２
０
０
８
」
に
、
同
時

出
展
を
し
ま
し
た
。
出
品
を
し
た
の
は
小
笠

原
ラ
ム
リ
キ
ュ
ー
ル（
小
笠
原
村
）、
国
分
寺

市
商
工
会
女
性
部（
国
分
寺
市
）、
き
れ
屋（
あ

き
る
野
市
）、
み
や
び
（
日
の
出
町
）
の
四
事

業
者
の
方
で
す
。

　

小
笠
原
ラ
ム
リ
キ
ュ
ー
ル
は
平
成
十
九

年
度
の
む
ら
お
こ
し
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト

で
中
小
企
業
庁
長
官
賞
に
耀
い
た「
Ｂ
Ｏ 

Ｎ

Ｉ
Ｎ 

Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ 

Ｒ
U
Ｍ
」
を
、
き

れ
屋
は
同
、
全
国
連
会
長
賞
を
獲
得
し
た

「
き
れ
屋
デ
ザ
イ
ン
て
ぬ
ぐ
い
」
を
、
国
分

寺
市
商
工
会
女
性
部
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
タ
イ
プ
調
味
料
「
こ
く
ぶ
ん
じ

ベ
リ
ー
」を
、み
や
び
は「
く
ん
せ
い
チ
ー
ズ
」

を
出
品
、
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
売
り
込
み
を
図

り
ま
し
た
。

「
ニ
ッ
ポ
ン
い

い
も
の
再
発

見
」
は「
ギ
フ

ト
・
シ
ョ
ウ

春
２
０
０
８
」

と
同
時
開
催

を
し
ま
し
た
。

「
ニ
ッ
ポ
ン
い
い
も
の
再
発
見
！
春
２
０
０
８
」

と
同
時
出
展
の
連
合
会
コ
ー
ナ
ー
に

４
事
業
者
が
出
品

　

当
連
合
会
は
十
二
月
八
日
、
三
鷹
市
内

の
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
で
起
業
を
目
指
す
人

や
、
事
業
を
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
の
人
を

対
象
に
「
起
業
家
交
流
会
」
を
開
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
参
加
者
に
起
業
体
験
談
を
聞

い
て
い
た
だ
い
て
創
業
へ
の
マ
イ
ン
ド
を

高
め
て
も
ら

お
う
と
創
業

セ
ミ
ナ
ー
の

一
つ
と
し
て

開
催
し
た
も

の
で
す
。

　

当
日
は
若

い
人
か
ら
定

年
を
過
ぎ
た
と
見
ら
れ
る
人
ま
で
多
数
の

男
女
が
参
加
。“
先
輩
”
の
体
験
に
耳
を
傾

け
て
も
ら
い
ま
し
た
。内
容
は
三
部
構
成
。

第
一
部
が
起
業
家
・
創
業
体
験
談
。
こ
の

体
験
談
で
は
三
人
の
起
業
家
に
登
壇
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

三
人
は
長
野
県
の
戸
狩
温
泉
ス
キ
ー
場

で
ス
ノ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
に
取
り

組
む
、バ
レ
ー
ボ
ー
ラ
ー
の
宿
オ
ー
ナ
ー
、

野
口
京
子
氏
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
代
表
）、
十
万
人
の
主
婦
を
組
織

化
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
キ
ャ
リ

ア
・
マ
ム
代
表
取
締
役
の
堤
香
苗
氏
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
運
営
、
運
営
代

行
、
サ
イ
ト
構
築
を
行
っ
て
い
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ス
代
表
取
締
役
の
羽
田

野
二
稔
氏
で
す
。

　

二
部
は
こ
の
三
人
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
政
所
利
子
・
玄
代
表
取
締
役
を
交

え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式

の
「
起
業
家
に
聞
く
！
」。
政
所
氏
が
三

人
に
創
業
の
動
機
や
キ
ッ
カ
ケ
、
今
、
抱

え
て
い
る
課
題
な
ど
を
聞
い
て
、
三
人
の

話
し
を
参
考
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

三
部
は
「
創
業
に
向
け
て
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
」こ
と
を
目
指
し
た
、

参
加
者
と
起
業
家
が
互
い
に
知
り
合
お
う

と
い
う
交
流
会
。
名
刺
を
交
わ
し
、
自
己

紹
介
を
し
て
互
い
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
努
め
ま
し
た
。

親
交
を
求
め
多
摩
地
区
、

島
し
ょ
地
区
か
ら
108
人
が
出
席

●
女
性
部
連
合
会
の
新
年
賀
詞
交
歓
会

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
ら
を
招
い
て

「
起
業
家
交
流
会
」
を
開
く

講師を囲む形で開かれた起業家交流会

「ニッポンいいもの再発見」に同時出
展をした当連合会コーナー
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高
齢
化
と
と
も
に
お
年
寄
り
が
外
に
出

て
買
い
物
を
す
る
こ
と
が
段
々
、
厳
し
く

な
る
と
と
も
に
、
顔
を
出
さ
な
く
な
る
と

安
否
の
心
配
さ
え
出
て
き
ま
す
︱
。
武
蔵

村
山
市
商
工
会
は
こ
ん
な
状
況
を
解
消
し

て
い
こ
う
と
市
内
の
全
所
帯
に
宅
配
を
す

る
店
を
掲
載
し
た
カ
タ
ロ
グ
「
ま
い
ど
ー
宅

配
登
録
店
カ
タ
ロ
グ
」
を
配
り
、
登
録
店
が

注
文
を
電
話
や
F
A
X
で
取
り
、
高
齢
所

帯
に
は
注
文
の
品
を
届
け
る
際
に
安
否
確

認
や
、
見
守
り
を
行
う
「
ま
い
ど
ー
宅
配
」

事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

市
と
も
連
携
し
て
取
り
組
む
の
が
大
き

な
特
色
で
配
達
で
情
報
が
あ
れ
ば
市
の
「
高

齢
者
の
福
祉
に
関
す
る
相
談
所
」
に
伝
え
る

と
い
う
、
全
国
的
に
も
ま
だ
、
珍
し
い
宅

配
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

昭
和
三
十
年
代
の
初
め
に
建
て
ら
れ
、

四
千
所
帯
と

い
う
、
巨
大

団
地
を
お
客

さ
ん
に
し
て

い
る
商
店
街

で
「
大
型
店

に
押
さ
れ
て

い
る
劣
勢
を

何
と
か
し
よ

う
。
そ
の
た
め
に
は
原
点
に
戻
っ
て
個
店

に
で
き
る
こ
と
を
」
と
検
討
し
た
結
果
、
声

が
上
が
っ
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
し
た
。
受

け
皿
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
し
た
結
果
、

結
局
、
市
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
「
ま
い
ど
ー
宅
配
」
に
手
を
上
げ
、
カ
タ

ロ
グ
に
登
録
し
た
の
は
全
部
で
四
十
四
店

で
す
。
カ
タ
ロ
グ
に
は
お
店
ご
と
に
提
供

す
る
も
の
、
配
達
条
件
、
受
け
付
け
エ
リ

ア
、
配
達
時
間
な
ど
を
記
し
て
い
ま
す
。

カ
タ
ロ
グ
に
つ
い
て
は
二
万
一
千
部
を
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　

武
蔵
村
山
市
商
工
会
で
は
「
参
加
店
を
増

や
し
、
業
種
も
広
げ
て
い
き
た
い
。
ガ
ラ

ス
の
交
換
、
襖
・
障
子
の
張
替
え
も
あ
る
の

で
建
設
業
、
そ
れ
と
サ
ー
ビ
ス
業
に
も
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
同
事
業
へ
の
意

欲
を
話
し
て
い
ま
す
。

　

小
金
井
市
商
工
会
で
は
、
商
農
連
携
に

よ
る「
江
戸
東
京
野
菜
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し

事
業
」（
※
）を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

小
金
井
市
の
魅
力
は
、
大
型
都
市
公
園

や
河
川
な
ど
の
み
ず
と
み
ど
り
の
地
域
資

源
で
す
。
と
こ
ろ
が
北
側
の
都
立
小
金
井

公
園
や
玉
川
上
水
、
南
側
の
国
分
寺
崖
線

や
野
川
公
園
及
び
野
川
な
ど
の
魅
力
的
な

自
然
環
境
が
、
い
ず
れ
も
市
の
外
縁
部
に

あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
へ
の
来
街
者
を
街
な

か
に
誘
導
・
回
遊
さ
せ
て
商
店
街
の
賑
わ

い
を
創
出
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
小
金
井
公
園
内
に
立
地
し
、

年
間
二
十
五
万
人
が
訪
れ
て
い
る
江
戸
東

京
の
文
化
的
・
歴
史
的
建
造
物
を
移
築
復

元
し
た
「
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
」
や
、
ま

た
南
側
に
は
江
戸
か
ら
続
く
織
物
技
術
や

工
芸
の
技
を
伝
え
る「
東
京
農
工
大
学
工
学

部
附
属
繊
維
博
物
館
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
江
戸
東
京
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
江
戸
の

衣
食
住
」と
い
う
生
活
文
化
全
体
を
楽
し
め

る
ま
ち
に
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
商
工
会
で
は
、
市
と
連
携
し
て
、

「
江
戸
東
京
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
江
戸
東
京

野
菜
を
使
っ
た
名
物
料
理
を
創
作
し
、
小

金
井
の
飲
食
店
名
物
に
育
て
て
、
食
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
賑

わ
い
の
あ
る
商
店
街
を
つ
く
ろ
う
と
い
う

「
江
戸
東
京

野
菜
に
よ
る

黄
金
（
こ
が

ね
）
の
ま
ち

お
こ
し
事

業
」
を
進
め

る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

昔
懐
か
し
い
味
わ
い
の
あ
る
江
戸
東
京

の
伝
統
野
菜
を
、
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
の
協

力
で
市
内
農
家
が
「
黄
金
（
こ
が
ね
）
の
昔

野
菜
」と
し
て
復
活
栽
培
し
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
し
て
い
く
。

　

こ
の
野
菜
を
使
っ
て
市
内
飲
食
店
が
、

名
物
料
理
を
創
作
し
小
金
井
の
飲
食
店
名

物
に
育
て
て
い
く
。「
江
戸
東
京
野
菜
料
理

な
ら
小
金
井
で
」と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
で
す
。

　

た
て
も
の
園
、
繊
維
博
物
館
、
創
作
名

物
料
理
な
ど
を
通
じ
て
江
戸
東
京
の
衣
・

食
・
住
や
文
化
が
体
験
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
く
。
こ
う
し
て「
江
戸
東

京
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
新
た
な
都
市
型
観
光
の
ま

ち
お
こ
し
に
よ
り
、
賑
わ
い
の
創
出
と
地

域
産
業
振
興
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

※
「
江
戸
東
京
野
菜
料
理
で
黄
金
の
ま
ち
お
こ
し
事
業
」

は
、
国
が
推
進
す
る
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
「
地
域
資
源
活
用
企
業
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活

動
等
支
援
事
業
」に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
44
店
が
宅
配
事
業

市
と
も
連
携
し
て
お
年
寄
り
の
見
守
り
に
も
一
役

● 

武
蔵
村
山
市
商
工
会 

●

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
と
連
携
し
た

「
江
戸
東
京
野
菜
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
■ 

小
金
井
市
商
工
会 

■

宅配事業で商店街に立てられたたくさんの幟

江戸東京野菜の勉強会。
会場には和服姿の女性も。
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多
摩
東
部
広

域
産
業
政
策
連

絡
会
議
（
商
工

会
、
会
議
所
、

市
な
ど
十
二

団
体
で
組
織
）

は
、
立
川
商
工

会
議
所
と
一
月

三
十
一
日
、
三
鷹
市
内
の
三
鷹
産
業
プ
ラ

ザ
で
「
〜
企
業
間
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
に
役
立
つ
〜
多
摩
も
の
づ
く
り
企
業

広
域
交
流
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
同
会
は

域
内
の
も
の
づ
く
り
企
業
が
企
業
と
企

業
、
企
業
と
金
融
、
企
業
と
行
政
な
ど
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
、
連
携
が
図
れ
る

よ
う
に
す
る
の
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
交
流
会
に
は
企
業
、
金
融
、
行

政
か
ら
百
三
十
人
が
参
加
。
説
明
会
、
講

演
会
、
情
報
交
換
会
を
開
き
ま
し
た
。
説

明
会
で
は
経
済
産
業
省
が
政
策
の
目
玉
に

し
て
い
る
「
新
連
携
事
業
」
を
中
心
に
、

同
省
の
主
だ
っ
た
支
援
策
に
つ
い
て
関
東

経
済
産
業
局
地
域
経
済
部
地
域
振
興
課
の

大
谷
聡
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
専
門
官
が
説
明

を
し
、
連
携
に
よ
り
新
商
品
開
発
な
ど
に

取
り
組
む
よ
う
、
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
三
鷹
市
内
に
本
社
を
置
く
ア

ド
バ
ン
ス
ト
シ
ス
テ
ム
ズ
ジ
ャ
パ
ン
の
平

井
幸
廣
社
長
が
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
新

連
携
事
業
」
の
演
題
で
同
社
が
コ
ア
企
業

と
な
っ
て
取
り
組
む
新
連
携
事
業
「
三
次

元
多
積
層
電
子
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
開
発
、
事

業
化
」
に
つ
い
て
、
な
ぜ
他
社
と
連
携
を

し
た
か
、
ど
の
よ
う
な
形
で
事
業
を
進
め

て
い
る
か
、
そ
し
て
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
な

ど
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

首
都
圏
産
業
活
性
化
協
会
（
T
A
M
A

産
業
活
性
化
協
会
）
は
一
月
二
十
一
日
、

八
王
子
市
内
の
ホ
テ
ル
で
設
立
十
周
年
を

記
念
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ク
ラ
ス
タ
ー

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
T
A
M
A
」、
並
び
に

祝
賀
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
「
地
域
経
済
の
活
性
化
と
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
は
会
員
企
業
、
関
係
自
治
体
、
関
係
団

体
か
ら
約
五
百
人
が
参
加
。
ま
ず
、
武
田

立
ソ
ニ
ー
技
術

戦
略
部
統
括
部

長
が
「
新
た
な

価
値
の
創
造
に

向
け
て
」
を

テ
ー
マ
に
基
調

講
演
。
続
い
て

「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
成
果
と
将
来
展
望
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
先
端
技
術
企
業
・

高
精
度
加
工
企
業
の
経
営
者
、
大
学
教
授

ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト
に
な
っ
て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
に
は
、
藤
田
昌
宏
経
済
産
業
省

関
東
経
済
産
業
局
長
、
役
員
で
も
あ
る
当

連
合
会
の
桂
敎
夫
会
長
ら
が
出
席
。
主
催

者
挨
拶
に
立
っ
た
古
川
勇
二
会
長
は
「
多

摩
は
わ
が
国
が
も
の
づ
く
り
を
リ
ー
ド
す

る
中
心
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
私
達

は
そ
の
こ
と
を
十
周
年
と
い
う
、
こ
の
契

機
に
改
め
て
強
く
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、藤
田
局
長
は「
T
A
M
A
協
会
は
、

日
本
中
に
多
摩
モ
デ
ル
を
展
開
し
て
地
域

の
活
性
化
を
促
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
役

割
も
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
」
と
述
べ
ま
し

た
。
祝
賀
会
で
は「
T
A
M
A
ク
ラ
ス
タ
ー

を
牽
引
し
、（
多
摩
を
）
環
境
も
の
づ
く
り

の
メ
ッ
カ
と
し
て
世
界
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
」

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
盛
り
込
ん
だ
三
期
目

の
五
カ
年
計
画
も
発
表
し
ま
し
た
。

　

当
連
合
会
、
多
摩
地
域
商
工
会
が
後
援

を
す
る
多
摩
信
用
金
庫
の
第
五
回
多
摩
ブ

ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
賞
の
受
賞
者
が
決
ま

り
、
十
二
月

十
九
日
、
立

川
市
内
の
ホ

テ
ル
で
表
彰

式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
日

本
分
析
工
業

（
瑞
穂
町
）

の
「
液
体
ク

ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
法
に
よ
る
分
離
精
製
装
置

の
開
発
」
が
技
術
・
製
品
を
表
彰
す
る
多

摩
ブ
ル
ー
賞
の
、
菊
池
製
作
所
（
八
王
子

市
）
の
「
開
発
・
試
作
期
間
の
画
期
的
な

短
縮
を
実
現
し
た
ト
ー
タ
ル
試
作
シ
ス
テ

ム
」が
経
営
を
表
彰
す
る
グ
リ
ー
ン
賞
の
、

そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
表
彰
状
な

ど
が
佐
藤
浩
二
理
事
長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
に
六
社
が
多
摩
ブ
ル
ー
賞

の
、
四
社
が
多
摩
グ
リ
ー
ン
賞
の
そ
れ
ぞ

れ
優
秀
賞
や
、
特
別
賞
に
選
ば
れ
、
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
優
秀
賞
、
特
別
賞
は
次
の

企
業
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

■
多
摩
ブ
ル
ー
賞
優
秀
賞
＝
イ
デ
ア
（
昭
島
市
）、

旭
栄
研
磨
加
工
（
東
久
留
米
市
）、
相
馬
光
学
（
日

の
出
町
）、
タ
ッ
ク
ス
（
八
王
子
市
）、
バ
ル
ミ
ュ
ー

ダ
デ
ザ
イ
ン
（
小
平
市
）、
メ
デ
ッ
ク
（
八
王
子
市
）、

同
特
別
賞
＝
旭
栄
研
磨
加
工
■
多
摩
グ
リ
ー
ン
賞
優

秀
賞
＝
河
内
屋
（
東
京
都
中
央
区
）、
立
川
燃
商
（
立

川
市
）、
て
あ
て
（
昭
島
市
）、
み
ら
い
（
八
王
子
市
）、

同
特
別
賞
＝
菊
池
製
作
所

新
連
携
事
業
の
説
明
会
、
講
演
会
に

企
業
、金
融
、行
政
か
ら
130
人
が
参
加

多
摩
東
部
連
絡
会
議
の
広
域
交
流
会

八
王
子
で
設
立
10
周
年
祝
賀
会

　
　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も

500
人
が
参
加　

T
A
M
A
協
会

最
優
秀
賞
に

日
本
分
析
工
業（
瑞
穂
町
）と

菊
池
製
作
所（
八
王
子
市
）

当
連
合
会
後
援
の
多
摩
ブ
ル
ー・
グ
リ
ー
ン
賞

ものづくりの人達が熱心に耳を傾けた
広域交流会

500人もの関係者が集った
TAMA協の祝賀会

佐藤理事長から
表彰状を受ける受賞者（右）
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東
京
国
際
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

は
三
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
四

日
間
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
「
第
七
回
東
京
国
際
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア

２
０
０
８
」
を
開
き
ま
す
。

　

会
期
前
半
の
二
十
七
、二
十
八
日
が
業

界
関
係
者
だ
け
を
対
象
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

デ
ー
、
後
半
の
二
十
九
、三
十
日
が
広
く

一
般
に
公
開
を
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ー
で

す
。

　

入
場
料
は
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
に
つ
い
て
は

事
前
に
登
録
し
て
い
る
人
は
無
料
（
未

登
録
千
円
）、
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ー
（
当
日
）

に
つ
い
て
は
一
般
は
千
円
、
中
高
生
は

五
百
円
、
小
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

　

七
回
目
を
迎
え
る
今
回
は
全
体
で

二
百
四
十
三
社
、
こ
の
う
ち
海
外
か
ら
は

三
十
九
社
が
出
展
、
自
慢
の
ア
ニ
メ
を

P
R
し
ま
す
。

　

入
場
者
は
四
日
間
を
通
じ
て
前
回
よ
り

も
二
万
人
多
い
十
二
万
人
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　
【
退
職
】（
平
成
19
年
12
月
31
日
）
福
生

市
・
主
事
・
経
指
増
尾
徹

＝　なかなか開けぬ次期展望。建設業除き今期上昇も再び悪化の兆し　＝
売上高DI19年4〜6月期を底に回復も、次期再び悪化見通し。経営上の問題点３期連続１位「原材料
価格の上昇」。
売上高19年4〜6月期をピークに２期連続マイナスDI。建築基準法改正が影響。問題点１位「官公需
の停滞」から「民間需要の停滞」に変化。
売上高DI期ごとに上下振幅大。今期回復も次期大幅悪化見通し。経営問題「大・中型店の影響」依然
１位、２位に「仕入単価上昇」が急浮上。
小売業と同様の期ごとに振幅。今期やや回復。次期悪化見通し。経営問題「大企業の進出による競
争の激化」が２期連続１位。

製 造 業

建 設 業

小 売 業

サービス業
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採算
売上高
次期見通し

製造業
10〜12 1〜3

見通し
10〜12 1〜3

見通し

建設業
10〜12 1〜3

見通し

小売業
10〜12 1〜3

見通し

サービス業

売上高（前期比 DI）・採算（期中 DI）の推移
売　上 売　上 売　上 売　上

中小企業景況調査 19年度第3・四半期（10 〜12月）

注1.  DI値（景気動向指数）のプラスは好転、マイナスは悪化とみる。 注2. DI値マーク　 ：＋30〜　 ：＋10〜＋30　 ：＋10〜−10　 ：−10〜30　 ：−30〜
注3.  サンプルは多摩地域150企業原数値採用。 注4.  採算は当期中の「好転」−「悪化」のDI値

＊ コスト増が利益を圧迫、石油等
の値上がりが製品に転嫁しき
れない。（パレット製造業）

＊ 半年前より建築確認手続きが
進まず、着工できず困ってい
る。見直しを希望する。（総合
建設業）

＊ 駅前でさえ人が歩いていない。
一体どうしたのだろうか。（酒
小売業）

＊ 人材確保のため人件費カット
も困難、苦労している。（新聞業）

人
事
交
流

調査企業の声

コース名 開催日 受講料
企業人としてのビジネススキルアップ入門（ビジネスの
基本編） 4/16（水） 15,000 円

営業パーソンの役割と心構え 5/7（水）〜 5/９（金） 27,000 円
企業人としてのビジネススキルアップ入門（仕事の進め
方編） 5/8（木） 15,000 円

新任管理者研修 5/12（月）〜 5/16（金） 41,000 円
女性リーダー研修 5/20（火）〜 5/22（木） 27,000 円
経営トップセミナー（中小企業の人材確保戦略） 6/3（火） 15,000 円
事例に学ぶ！工場改善 6/4（水） 15,000 円
財務入門研修・決算書の仕組みを知る 6/10（火）〜 6/12（木） 27,000 円
品質管理の考え方と進め方 6/10（火）〜 6/12（木） 27,000 円
後継者のための“経営入門スクール” 6/18（水）〜 6/20（金） 27,000 円

※上記のほかにも、長期研修・インターネットを使っての研修があります！

◆平成20年度中小企業者研修　日程表（4〜6月開催分）◆
中小企業大学校東京校　研修のご案内

国の人材養成機関として、独立行政法人中小企業基盤整備機構では
中小企業が多様な面から経営革新を図り、創造的な事業展開を促進
するのに不可欠な「有用な人材」 を育成するための研修を実施して
おります。
・対 象 者：中小企業の経営者、管理者、後継者、従業員の方
・研修会場：東京校（東大和市）・機構本部（虎ノ門）

経営基盤支援部　中小企業大学校東京校
〒 207-8515
東京都東大和市桜が丘 2 -137- 5
Tel：042 - 565 -1207 ・Fax:042 - 590 - 2685
E-mail：to-kenshu@smrj.go.jp
ホームページ：http://www.smrj.go.jp/inst/tokyo/

研修の詳細・お申込方法・お問い合わせは

3
月
27
日
か
ら
30
日
ま
で

『
東
京
国
際
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
2008
』

が
開
催

見
本
市
に
海
外
39
社
を
含
め
243
社
が
出
品

多摩地域商工会エリアの景況多摩地域商工会エリアの景況多摩地域商工会エリアの景況
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 日　程 イベント名 会　場 内　　　容 主催者・問合せ先

3
月

〜 24日（月）

第
53
回
伊
豆
大
島
椿
ま
つ
り

椿展 元町船客待合所 椿の多品種を展示します

大島観光協会　04992−2−2177

椿プラザ 大島公園内 大島民謡と手踊り

椿の一刀彫り 元町　藤井工房 椿の木や枝でお好みの一刀彫り体験

夜まつり 〜23日（日） 元町船客待合所 スーパーあんこ娘とダンスパフォーマンス
御神火太鼓他

1日（土）
〜 4月25日（金） 小笠原くじらフェスタ2008 小笠原村父島内

おがさわら丸船内など

おがさわら丸船内におけるくじらレクチャー、
オープニングイベント（3月8日）、出港日の郷
土芸能ミニステージなど

小笠原村観光協会（04998−2−2587）
協賛：小笠原村商工会
小笠原ホエールウォッチング協会

1日（土）〜 2日（日） ガレリア・きらり市 秋留野広場（秋川駅
北口噴水広場）

アート＆クラフトの手づくり市
地域ブランド発表会
音楽演奏等パフォーマンス

あきる野商工会
あきる野ゆにーくす拠り所づくり委員会
042−559−4511 

1日（土）〜 2日（日） 都知事杯争奪囲碁大会 開発総合センター（元町） 地元愛好家、島外参加者との交流親善囲碁大会 大島観光協会　04992−2−2177

7日（金） 三原山ハイキングと伊豆大島
童謡唱歌の集い

三原山と大島公園を
廻ります 懐かしい童謡唱歌を歌いながら廻ります 東京都レクレーション協会　0424−90−0012

20日（木）
〜 4月13日（日）

はむら花と水のまつり2008
前期：さくらまつり 羽村堰周辺ほか

玉川上水と羽村堰の桜との調和が楽しめる。
桜のライトアップ、野点、足湯、さるまわし等
のイベントを予定。日野自動車羽村工場、羽
村市動物公園の桜もおすすめ

羽村市観光協会(羽村市商工会内）
042−555−6211（代）

22日（土）
〜 23日（日） 八丈島産業祭 八丈町コミュニティー

センター他
漁業、農業、商工業者による特産物等の展
示、販売等 八丈島産業祭実行委員会　04996−2−1221

28日（金）
〜 4月6日（日） 第25回ふっさ桜まつり 永田橋〜睦橋の多摩

川沿い 各種イベント、飲食販売 ふっさ桜まつり実行委員会（福生市役所）
042−551−1511（代）

29日（土） ウルトラランニング大会 大島1周と三原山へ 標高差500㍍の大島1周100㌔を走ります 大島観光協会　04992−2−2177

29日（土） ひので朝市 ひのでグリーンプラザ
駐車場

商業部会員等による即売会。普段、お店で販
売している商品を格安にて販売 日の出町商工会　042−597−0270

29日（土）
〜 30日（日） 第6回スプリングフェスタひの 日野中央公園 桜の開花した公園内で市民・各種団体の歌・

踊り等の催し、出店等 日野市環境緑化協会　042−585−4740

30日（日） 春うらら桜ウォーキング 国営昭和記念公園〜
国立駅南口

国営昭和記念公園〜国立駅南口への桜を見
学しながらのウォーキング

国立市観光まちづくり協会　042−574−1199
立川観光協会　042−527−2700

4
月

5日（土）
〜 27日（日）

はむら花と水のまつり2008
後期：チューリップまつり 根搦み前水田

市内唯一の水田「根搦み前水田」に、約30万
本のチューリップが咲き乱れる。模擬店の出
店やコンサートのほか、展望台が設置される
のでチューリップ畑を一望することができる

羽村市観光協会(羽村市商工会内）
042−555−6211（代）

5日（土） 第18回桜まつり 日の出町民グランド 乗馬体験・ミニ動物園・流し踊りなどのイベン
ト

日の出町観光協会（日の出町役場内）
042−597−0511（内線241）

5日（土）、6日（日） 第31回くにたちさくらフェスティ
バル 谷保第3公園 模擬店、舞台での各種催し物、フリーマーケッ

ト
さくらフェスティバル実行委員会（国立市産業振興
課商工係）　042−576−2111

6日（日） 第30回さくらまつり
〜六道山の集い〜 六道山公園 野点、囃子、大道芸、演奏会、大抽選会ほか 瑞穂町観光協会　042−557−3389

6日（日） 第18回サンセットパームライ
ンハンディキャップ駅伝大会 元町　仲の原園地 年代別タイムハンディキャップとし、5名1チーム

親子ハンディレースもあります
サンセットパームライン事務局　出浦
03−3964−8734

5
月

3日（土）〜 4日（日） 観光朝市 黒根港周辺（変更の
場合あり）

地元の取れたての新鮮な海の幸、山の幸の販
売。無料バーベキュもあり 新島村商工会　04992−5−1167

5日（月） 羽伏フリーマーケット 羽伏メインゲート周辺 趣向をこらしたショップ、軽食コーナー、ステ
ージもあり フリマ実行委員会　04992−5−2031

10日（土）
〜 11日（日） 第11回ひの新撰組まつり 日野中央公園他 新撰組隊士コンテスト、隊士パレード等の催

し、出店等 日野市観光協会　042−586−8808

17日（土） 第17回新島トライアスロン大会 新島地内 スイム、バイク、ランの鉄人レース 新島村役場　04992−5−0240

18日（日） 残堀川整備完成記念事業 メーン会場は瑞穂町
狭山池周辺

西立川駅、または昭島駅から瑞穂町の狭山池
までウォーキング 実行委員会　042−557−3389

● 多摩・島しょ
地域のイベント ●

大特集 Part19（3月〜5月）大特集 Part19（3月〜5月）
誘っています。春風が。誘っています。春風が。




